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１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗：改善　↘：悪化　→：変化なし　ー：数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位：千円、人）

職員数
前年度繰越 当初予算 補正予算等

合計

（予算現額） うち一般財源

3.0
要求 20,000 20,000 20,000

区分

予算額

決算額

R8年度
予算案 ２月上旬公表予定 0 0

0.0

R7年度 0 20,000 0 20,000 20,000 3.0

R6年度 0 0 0 0 0 0

事業番号 11 01 04 事業改善シート（令和８年度実施事業分） ■当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　□点検

・インフラの老朽化に伴い修繕や改築に多大な費用が必要となる一方、人口減少により税収等が一層減少することとなれば、専門人

材の不足も重なり、社会インフラの維持・更新は極めて困難となる。

・今後さらに人口減少が進めば、中山間地域はもとより都市部においても人口密度が低下し、医療や福祉、子育て支援、商業などの

生活に必要なサービスの維持することが難しくなるおそれ。

人口減少下においても安心・便利で持続可能な生活圏を形成するため、データに基づく地域課題の可視化や、市町村や関係者等との

幅広い議論を行い、県土のグランドデザインの策定を進める。

①地域課題を客観的に可視化するためのデータ収集・分析、将来推計

人口減少に伴い生活に必要なインフラや社会サービスの維持が難しくなる状況をデータに基づき評価することにより地域課題を客観的に

可視化、対策検討の基礎とするとともに、市町村や関係者等との議論にも活用する。

②県内各地域における市町村や関係者、県民等との意見交換

データ分析による現状把握や将来推計を踏まえ、分散から集住への転換や社会インフラの最適化など、地域の実情に即した持続可能

な生活圏のあり方について市町村や関係者、県民等と幅広い議論を行う。

E-mail kensetsu pref.nagano.lg.jp

実績 実績 推移

R8年度

目標値

地域の特徴と自然の恵みを生かした快適で魅力あ

る空間づくりの推進

No.

3-1①

施策分野（施策の総合的展開名）

事　業　名 県土のグランドデザイン策定事業費
部局 建設部 課・室 建設政策課

実施期間 R7 ～

達成

状況
目標値設定理由

R7年度

見込 推移

単

位

R5年度 R6年度
No. 指標名

年／

年度
数値

直近３か年/年度分の状況
年／

年度
数値

目標
年／

年度
数値

達成目標（☆印は主要目標） 年／

年度
数値

単

位

①

②

指標なし

指標なし



R8年度

当初予算

R7年度

当初予算

R6年度

当初予算

予算案

事　業　名 県土のグランドデザイン策定事業費

事業番号 11 01 04 細事業一覧（令和８年度実施事業分） ■当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　□点検

1

細事業

No.
細事業名

県土のグランドデザイン策定事業費

No.

1

要求

千円

ー 20,000

千円 千円

２月上旬公表予定

20,000

部局 建設部 課・室 建設政策課

令和８年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

人口減少に伴い生活に必要なインフラや社会サービスの維持が難しくなる状況を

データに基づき評価することにより地域課題を客観的に可視化、対策検討の基礎と

するとともに、市町村や関係者等との議論にも活用する。

データに基づく客観的な地域課題の可視化

委託

細事業を構成する主な取組

地域課題を客観的に可視化するため

のデータ収集・分析、将来推計

実施方法

直接


